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研究成果の概要：西ユーラシアの中新世後期の化石類人猿であるウーラノピテクス、アンカラ

ピテクスなどに関する研究をおこない、アフリカの同時代の化石類人猿との比較をした。化石

類人猿研究において、まだ空白地帯であるイランにおいて予備的調査をおこなった。東南アジ

アでは、タイにおいて、中新世化石類人猿に関する研究を進めた。 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、ユーラシアやアフリカから化石ヒト

上科に関する興味深い報告が相次いだ。その

ため、現在、後期中新世のアフリカとユーラ

シアにまたがる化石ヒト上科の関係が、両大

陸間の哺乳動物相の交流とからんで、ホット

な話題として注目された。 

 
２．研究の目的 
 人類の起源に迫るためには、人類を生み出

した母胎であるヒト上科の進化を化石研究

の面から解明する事が必須である。本研究で

は、ヒト上科の進化のなかでも、ユーラシア

に進出した類人猿の進化を対象年、西ユーラ

シアの中新世中期〜後期の化石類人猿の形

態学的研究とアフリカの化石・現生類人猿と

の関係の検討、東ユーラシアにおける中新世

類人猿化石研究の推進、および東南アジア地

域の更新世化石オランウータン・テナガザル

の標本調査と比較研究を目的とした。 
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３．研究の方法 
 博物館・大学等に保管されている化石標本

や模型、文献資料等を利用して、歯牙や頭

骨・顎骨を中心に形態学的研究をおこなった。 

 
 
４．研究成果 

西ユーラシアの中新世後期の化石類人猿で

あるウーラノピテクス、アンカラピテクスな

どに関して、博物館・大学等に保管されてい

る標本、模型、文献などに基づく調査をおこ

なった。これらと、アフリカ後期中新世から

発見された大型類人猿化石ナカリピテクス

やサンブルピテクスと比較した結果、ウーラ

ノピテクスとナカリピテクスのあいだにか

なりの類似が見られた。この類似性が系統に

由来するものであるのか、似通った食性に対

する機能適応に由来するものであるかは、現

時点ではまだはっきりしない。しかし、仮に

それが系統的近縁性に由来するものであっ

ても、アフリカのナカリピテクスの方が、や

や原始的と考えられる形質を示し、年代の面

でもやや古い時期に属するので、移動の方向

はアフリカから西ユーラシアへ向かったも

のであると考えられた。また、これまで化石

類人猿の研究においては地理的な空白であ

ったイランにおいて、将来の共同研究のため

に、予備的な調査をおこなった。東南アジア

では、タイにおいて、中新世化石類人猿い関

する調査を進めた。これに関連して、タイ東

北部で出土したアントラコテリウム類の非

常に保存のよい頭骨化石をチェンマイ大学

大学院生と共同で研究した。 
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